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景観重要樹木第 1 号の近影(令和 8 年 4 月 22 日撮影) 

 

 

  



  
  

  
  

 

 
  
 

 
 

 

 

 



景観重要樹木第２号の状況と近影 

 
（１）令和４年度末～令和５年度末までの樹木の状況と対応について 

当該樹木の維持管理を行う市教育委員会文化財課が、令和５年３月に維持管理委

託業者から、幹に空洞があり表面には多くのサルノコシカケが発生しているとの報

告を受け、同年６月に樹木医が診断した結果、腐朽菌が樹木内部に浸透し、台風な

どの強風で倒木・太枝の落下の危険性があることから、令和６年３月に剪定を実施

した。 

太い幹の枝分かれ部分で剪定した太枝８本のうち、３本の内部が腐朽していたが、

その他の太枝は健全な状態であった。 

切り口には、防腐剤を塗り、紫外線から守るために防草シートで覆うとともに、

脇芽が出るよう処置を行った。 

  

  

【南側】剪定前（令和６年２月 28 日） 【北側】剪定前（令和６年２月 28 日） 

【南側】剪定後（令和６年３月４日） 【北側】剪定後（令和６年３月４日） 



（２）令和６年度の状況 

剪定から５か月経過した現状では、切り口付近から新しい枝葉が伸び、剪定前ほ

どではないが大きく枝を広げた樹形を形成し始めている。 

 

（３）令和７年度の状況 

1 年前の写真と比較しても大きな変化は見られない。 

 

 

（４）令和８年度の状況 

   腐朽が確認された幹の北側からは、若葉の芽吹きは認められず、また、幹の南側

に芽吹いていた枝についても、成長が鈍化し細い枝となっている。 

   

 

 

 

【南側】令和６年８月 14 日 【北側】令和６年８月 14 日 

【南側】令和 7 年 7 月 22 日 【北側】令和 7 年 7 月 22 日 

【南側】令和 8 年 7 月 27 日 【南側】令和 8 年 7 月 27 日 



（５）今後の予定 

令和８年度末に、定期的な剪定と合わせて、樹木医による診断をいただき、樹木の生育状況

を確認したうえで、今後の対応方針について協議していく予定。 

 



  
  

  
  

 
 

  
 

 
 

 

 

 
 



景観重要樹木第 3 号の近影(令和 8 年 4 月 22 日撮影) 

 

 


